
組織目標展開整理表 （部の組織目標）

作成日 職  名 氏  名

番号
計画・方針
等の分類

いつまで
（期限）

共通/課名 達成状況

1 個別計画 ３月 共通 ほぼ達成した

2
教育委員会
運営方針

随時 共通 ほぼ達成した

3 その他 随時 共通 ほぼ達成した

4
教育委員会
運営方針

随時 共通 ほぼ達成した

5 施政方針 ３月 教育総務課 ほぼ達成した

6 施政方針 ３月 教育総務課
高度に達成し
た

7 施政方針 ３月 教育総務課
高度に達成し
た

8 施政方針 ３月 教育総務課 ほぼ達成した

教 育 部 長

・工事請負契約議案の議決、速やかな工事着工、令和６年
度末工事完了を踏まえた年度内施行分が完了している。
（３小、10小）
・令和４年度着工後の作業工程が順調に進捗し、令和５年
度末までに工事が完了している。（７小）

・公共施設マネジメント課との協議・連携（共通）
・６月議会への工事契約議案の提案及びスケジュールに沿った工事の
着手（３小・10小）
・竣工に向けての事業者との情報共有・課題整理、進捗管理（７小）

学校施設長寿命化計画に基づく小中学
校の大規模改造工事の実施

・２小（２期）、１中（３期）の各大規模改造工事を、学校、関
係各課、事業者等との緊密な連携確保と情報共有を行い
つつ、十分な進捗管理のもとで安全・円滑・確実に実施され
ている。

・早期着手と進行管理の徹底
・公共施設マネジメント課との協議・連携
・安全な工事実施に向けた学校及び事業者との情報共有・連携

外部施設利用による小学校水泳指導の
試行実施

・３小を優先校として、全学年で外部民間施設を使用した水
泳指導が試行実施されている。
・５、６年生の水泳指導は、校内の屋外プールを併用しなが
ら校外化の試行の取組を進め、今年度の効果検証等を行
い、完全実施に向けて、学校とも連携を図りつつ、更なる検
討が加えられている。

・対象校の学校水泳指導の指導案、学校経営を踏まえた委託事業者
及び学校との調整
・３小での全学年完全実施に向けた更なる検討
・試行結果を踏まえた他校での実施に向けた検討

第３次国分寺市教育ビジョン（教育振興
基本計画）の策定

・国や都において示される教育環境指針等の動向・変化を
捉えつつ、市民意識等を把握するためのアンケート基礎調
査を実施し、将来を見据えた教育施策の方向性の明確化
に向けた検討に着手している。

・教育ビジョン策定検討委員会の効率的、効果的な運営
・委託コンサル事業者との綿密な調整、進捗管理
・アンケートの実施
・施策の方向性、主要施策（案）の検討、決定
・教育委員会、庁議、議会への適宜の報告

国分寺市教育ビジョンの着実な推進
・計画に沿って主要施策をはじめ各事業が着実に進捗して
いる。

・令和４年度の進捗状況の検証
・最終年度の達成目標を念頭に置き、本年度やるべき事業の計画的
実施

令和５年度

可 児 泰 則令和 5年 4月 1日

実施項目
（業務目標又は事務の内容）

どの水準まで
（達成水準又は遂行後の状態等）

どのような方法で
（目標等を達成するための取組の内容等）

適正な事務執行の確保
・各種事務の根拠となる法令等を再点検するとともに、職員
一人ひとりがミスなく業務を遂行している。
・最終的にミスが是正される組織体制が構築されている。

・事務の目的・根拠の理解・確認、法令等に基づく適正な業務執行
・組織的な事務執行、複数のチェック体制の構築

情報共有と連携の強化
・部内の全職員が市、教育委員会や部の方針について情
報共有が図られ、方針に基づいた運営が行われている。

・定期的な部内・課内・係内会議等の実施
・情報共有、課題に対する連携・協力
・組織目標の進行管理

職員の健康管理、ワークライフバランス
の推進

・個々の職員の健康管理及びワーク・ライフ・バランスが保
たれ、チームワークの良い明るい職場となっている。

・職員の勤務状況の把握
・特定の職員に過重な負担とならないよう組織内での事務配分
・健康管理、ワークライフバランスを確保するための定時退庁の励行

小学校35人学級への円滑な移行に向
けた増築校舎の整備
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番号
計画・方針
等の分類

いつまで
（期限）

共通/課名 達成状況
実施項目

（業務目標又は事務の内容）
どの水準まで

（達成水準又は遂行後の状態等）
どのような方法で

（目標等を達成するための取組の内容等）

9 その他 随時 学務課 ほぼ達成した

10 その他 随時 学務課 ほぼ達成した

11 その他 ３月 学務課 ほぼ達成した

12
教育委員会
運営方針

３月 学校指導課
高度に達成し
た

13 個別計画 ３月 学校指導課 ほぼ達成した

14 施政方針 ３月 学校指導課 ほぼ達成した

15 施政方針 ３月 学校指導課 ほぼ達成した

16
教育委員会
運営方針

３月 学校指導課 ほぼ達成した

17
教育委員会
運営方針

３月 学校指導課 ほぼ達成した

18 その他 ３月 学校指導課 ほぼ達成した

特別支援教育の充実
・令和４年２月策定「第４次国分寺市特別支援教育推進基
本計画（義務教育時）」に基づき、特別支援教育が推進され
ている。

・環境整備の推進に向けた知的障害特別支援学級設置等検討委員会
の設置
・特別支援教室の「改訂特別支援学級運営マニュアル」に基づく適切な
運営
・HPや配布資料の充実、ICTを活用した研修会実施等

ICT教育の推進 ・GIGAスクール構想に基づくICT教育が推進されている。
・研究協力校（４中）の研究を踏まえ、児童・生徒用タブレットを活用した
主体的対話的で深い学びに向けた指導スタイルの確立
・校長連絡会等にける指導助言・資料提供

働き方改革の一層の推進
・教員がライフワークバランスをとって、心身健康な状態で
児童・生徒へ接することができるよう、教員の働き方改革が
一層推進されている。

・校務支援ソフトの活用の一層の推進、諸様式の電子化・簡略化
・SSS（スクールサポートスタッフ）や副校長補佐の配置、社会の力活用
事業（１小・５小）の実施
・近隣大学等との連携による部活動指導員、外部指導員の配置
・他地区や市内の好事例の積極的な情報提供

教職員の服務事故防止 ・市内小中学校における服務事故が発生していない。 ・信頼失墜の重大性と信頼回復の困難性に関する指導の徹底

「国分寺学」の検討・試行

・次代の国分寺市を担う子ども達が、市民の方々の地域に
対する思いを受け止め、主体的に地域と関わり、地域に根
差した探求的な学習を進めることにより、地域に親しみ、地
域に学び、地域を考え、地域に貢献することを目的とした学
習が進められている。

・国分寺学推進委員会を年５回開催し、研究協力校（４小）と協働しモ
デルプラン開発
・地域教材・人材を活用した、中学校区ごとの９年間のカリキュラム開
発の検討
・地域人材の発掘、コミュニティ・スクール化への準備

教育相談体制の強化

・新設した学校支援担当係長が教育相談室を総括しつつ、
教育相談室と学校が役割を果たしながら十分連携できるよ
う、指導助言が行われている。
・教育相談室の効率的・効果的な運営について、具体的な
方策の検討が進められている。

・SSWの巡回体制の工夫・拡充
・トライルームやサポート教室の効果的な活用の推進
・中学校においては、都補助を活用したサポート教室の講師配当時間
の拡充
・ICTを活用した指導相談の検討（VLP等）

「すべての人を大切にするまち宣言」に
基づく取組の推進

・本宣言を生かし、各校の人権教育の深化が図られ、いじ
め・不登校・ヤングケアラー等への相談が充実している。

・宣言理解促進のための各学校への周知・啓発
・「学校マネジメント講座」の研究テーマとして設定
・いじめ防止フォーラムにおけるテーマの設定

医療的ケア児への対応
・教育委員会、学校、医療的ケアを必要とする児童及び保
護者、看護師派遣事業者と協議し、連携を図りながら安心
かつ安全に学校生活が送れている。

・看護師派遣事業者との協議・連携
・関係各課相互の情報共有・課題解決
・今後の入学児童対応のための医療的ケア児コーディネーター（障害
福祉課）との情報共有

給食食材高騰等に伴う対応

・コロナ禍等による給食食材料費の高騰分を公費負担し、
家計負担の軽減が図られている。
・更なる物価高騰に対しても、状況を把握し、必要な対応が
検討されている。

・物価高騰状況の適時の把握
・状況を踏まえた更なる対応（補正予算等）の検討
・無償化の国、都、他自治体状況の把握、影響の推計

特別支援学級の増設
・対象児童数が多い２小の状況を踏まえ、他の学区におい
て設置可能な学校を検討し、その結果が令和７年度開設に
向けて教育委員会に諮るための準備が整えられている。

・知的障害特別支援学級設置等検討準備委員会報告書（基礎資料）
の検証
・知的障害特別支援学級設置等検討委員会での課内情報共有
・対象児童の居住地等の状況確認
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番号
計画・方針
等の分類

いつまで
（期限）

共通/課名 達成状況
実施項目
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19 その他 ３月 社会教育課 ほぼ達成した

20
教育委員会
運営方針

３月 社会教育課 ほぼ達成した

21 施政方針 ３月
ふるさと文化財

課
ほぼ達成した

22 その他 ３月
ふるさと文化財

課
ほぼ達成した

23 施政方針 ３月 市史編さん担当
高度に達成し
た

24 その他 ３月 公民館課 ほぼ達成した

25
教育委員会
運営方針

随時 公民館課 ほぼ達成した

26 その他 随時 図書館課 ほぼ達成した

27 その他 随時 図書館課 ほぼ達成した

28 個別計画 ３月 図書館課 ほぼ達成した

新庁舎内の図書館機能の実施内容の
検討

・新庁舎内情報公開コーナーでの図書館サービスについ
て、サービス内容や運用方法等細部について検討が進ん
でいる。

・公共施設マネジメント課、情報管理課との協議、調整
・電子ファイル化など配架方法の検討
・本多図書館分館の対応と条例設置施設としての整理

公民館の施設整備
老朽化した各公民館の施設整備を行い、安全で安心して利
用できる環境となっている。

・本多公民館の変電設備修繕の実施
・並木公民館、光公民館の昇降機修繕の実施

アフターコロナ時代に向けた公民館運
営の工夫

必要な対策を継続しつつ、対面とオンラインの併用など新
たな手法を活用し、充実した事業が実施されている。

・継続開催している子育て関係の講座やおまつり関係事業の実施
・ひきこもりや不登校、多様性の尊重など時宜を得た講座の企画、実
施

電子図書館サービスの利用促進
電子図書館サービスのコンテンツが充実し、利用者数が増
加している。

・実施状況の点検、評価
・利用者ニーズに即したタイトルの充実
・積極的な広報の実施

史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）南門地
区の整備工事の推進

・令和5年度より始める南門地区の整備工事が遺漏なく確
実に実施されている。

・契約手続き、市民説明会、工事の進捗管理
・武蔵国分寺跡保存整備委員会への報告
・令和６年度設置予定の大型模型の検討・決定
・緑と公園課との連携による精度の高い整備工事の実施

文化財保管場所の確保
・今後の史跡地の整備による収納倉庫の撤去及び清掃セ
ンターの解体に伴う新たな収納先の確保が検討されてい
る。

・市内での収納スペース確保の検討
・鳩山町など市外での収蔵スペース建築の検討
・補助金活用による財政負担軽減手法の研究

新たな市史編さんの実施
施政方針「市制施行60周年を契機とした市史の再編さんに
向けた検討に着手する」を踏まえ、新たな市史編さん事業
について検討が進んでいる。

・過去の市史編さん事業の経過と刊行物、他市の編さん状況等の調査
・新たな市史編さんの方向性及びスケジュールの確定
・事業推進体制として「市史編さん委員会」の設置
・「市制施行60周年記念市勢要覧の発行に向けた内容の検討」を踏ま
えた市政戦略室との連携

放課後子どもプランの安定した運営体
制の検討

・東西２か所のプラン室が機能している。
・各校の放課後子どもプランが滞りなく実施されている。
・今後の運営方法が委託の方法も含め検討されている。

・PTAの設置状況の変化を踏まえた各校実施委員会の永続的な運営
方法の検討
・他市の委託状況視察などの情報収集と分析
・子ども家庭部との事業整理の検討

中学校部活動の地域移行検討
・国や都の移行に向けた通知等を踏まえ、関係各課との連
携のもと、移行に向けた検討が進んでいる。

・検討委員会の発足
・諸課題の検討（受益者負担の程度や困窮世帯への支援、事故発生
時の責任の所在、民間団体を含め関係団体との調整や担当課の割り
当て、部活指導の担い手探し、活動場所の確保等）

第４次子ども読書活動推進計画策定
第三次国分寺市子ども読書活動推進計画については令和
６年度で計画年度が終了することから、令和７年度以降の
第四次計画の策定作業を進める必要がある。

・策定スケジュールの決定
・アンケート実施方法の検討
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